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平
成
28

年
昭
島
市
議
会
第
２
回
定

例
会
が
６
月
10

日
か
ら
６
月
29

日
ま

で
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

今
定
例
会
で
は
、
平
成
28

年
度
昭

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
を
は
じ
め
、
佐
藤
清
元
副
市

長
、
木
戸
義
夫
元
教
育
長
を
自
治
功

労
者
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
等
、

計
18

の
議
案
と
５
つ
の
報
告
が
慎
重

に
審
査
さ
れ
、
受
理
・
承
認
・
原
案

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
「
住
民
の
健
康
増
進
と
２

０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
『
受
動
喫
煙

防
止
条
例
』
の
早
期
制
定
を
求
め
る

陳
情
書
」
、
「
放
射
性
物
質
に
よ
る

環
境
汚
染
を
防
止
の
た
め
の
法
整
備

を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情
」

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。 

工事が進む国際法務総合センター（上）と東中神駅北口交通広場

（右）の様子 



 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設

整
備
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
？

在
宅
生
活
困
難
な
要
介
護
高

齢
者
の
生
活
の
場
で
あ
り
、
家
族
の
介

護
負
担
軽
減
の
主
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
一
つ
と
位
置
付
け
、
介
護
保
険
の
安

定
的
な
運
営
に
も
配
慮
す
る
中
で
、
適

切
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

１
０
０
床
規
模
の
施
設
整
備
に
よ

る
介
護
保
険
料
への
影
響
額
は
？

第
６
期
の
介
護
保
険
料
の
検
討

の
中
で
は
約
１
０
０
人
の
市
民
の
入
所

を
見
込
み
、
被
保
険
者1

人
当
た
り
約

１
６
０
円
の
上
昇
を
見
込
ん
で
い
る
。

待
機
者
の
実
態
把
握
方
法
は
？ 

【答
③
】国
の
全
国
調
査
結
果
を
基
本

に
、
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

状
況
を
聞
き
な
が
ら
実
態
を
把
握
。 

持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
の
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観
点
か
ら
、
保
険
料
抑
制
へ
の
取
組
み

は
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
が
？ 

【答
④
】要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
、
さ

せ
な
い
取
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
介
護

予
防
教
室
の
実
施
な
ど
、
介
護
予
防
事

業
の
充
実
、
強
化
に
努
め
て
い
る
。

 

多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
個
人
が
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
る
一
方
で
、
運
動

場
の
確
保
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
声
も
少
な

く
な
い
。
現

在
、
立
川

基
地
跡
地

内
に
整
備

予
定
の
残

堀
川
調
節

池
の
上
部

利
用
と
し

て
、
屋
外

運
動
施
設
を
整
備
す
る
計
画
が
あ
る
が
、  

【問
①
】河
川
敷
等
の
未
利
用
地
な
ど
へ
の

新
た
な
運
動
場
整
備
の
可
能
性
は
？ 

【答
①
】現
在
、
国
の
許
可
を
得
て
河
川
敷

部
分
で
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
公
園
と
し
て
利

用
し
て
い
る
場
所
以
外
は
生
態
系
保
持

空
間
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
整
備
は
困

難
。 

【問
②
】く
じ
ら
運
動
公
園
内
に
仮
設
式
で

は
な
い
水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
は
？ 

【答
②
】原
則
的
に
河

川
の
増
水
時
に
施
設

の
移
動
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
国
と

の
調
整
を
含
め
、
調

査
、
研

究

し

て

い

く
。 

【問
③
】福
島
第
五
児
童
遊
園
に
水
洗
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
は
？ 

【答
③
】多
摩
川
堤
防
上
に
あ
る
と
い
う

特
殊
性
を
有
す
る
中
、
困
難
性
が
あ
る

が
、
国
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。 
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市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
耐

震
改
修
工
事
に
つ
い
て 

①
市
民
図
書
館
に
続
き
、

今
回
も
千
万
円
単
位
の
工

事
を
行
う
こ
と
への
市
民
の

疑
問
の
声
に
対
し
て
は
？ 

②
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
自

体
は
も
と
も
と
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
工
事

後
の
扱
い
は
？ 

避
難
所
の
運
営
上
の
問
題

に
つ
い
て 

 

避
難
所
に
お
い
て
畳
を
希

望
す
る
声
が
あ
る
。
災
害
時

に
全
国
の
畳
店
か
ら
避
難

所
に
新
し
い
畳
を
無
料
で
届

け
る
「５
日
で
５
，
０
０
０
枚

の
約
束
」と
い
う
大
変
興
味

深
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。 

①
昭
島
市
も
協
定
を
結
ぶ

こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
は
？  

 

 

本
年
２
月
17
日
に
行
わ
れ
た
建
設
環
境
委
員
協

議
会
に
お
い
て
、
可
燃
ご
み
焼
却
施
設
の
今
後
に
つ

い
て
、
概
要
、
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

『本
市
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
焼
却

施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
ま
で
の
延
命
化
を

進
め
、
当
面
の
安
定
稼
働
を
確
保
し
て
い
る
が
、
将

来
的
に
は
①
新
た
な
焼
却
施
設
に
建
て
替
え
、
単

独
処
理
を
継
続
②
広
域
的
な
廃
棄
物
処
理
体
制
へ

の
移
行
等
、
い
ず
れ
の
方
法
が
本
市
に
と
っ
て
最
善

の
道
と
な
る
の
か
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
慎
重
に
検

討
を
重
ね
て
き
た
。 

  

そ
の
結
果
、
ご
み
処
理
行
政
の
安
定
性
、
効
率

性
、
経
済
性
の
観
点
か
ら
、
ま
た
国
が
示
す
方
向

性
か
ら
も
最
善
の
道
で
あ
る
と
の
判
断
に
至
り
、
平

成
28
年
１
月
28
日
付
文
書
を
も
っ
て
、
羽
村
市
、

青
梅
市
、
福
生
市
、
瑞
穂
町
の
３
市
１
町
で
構
成
す

る
西
多
摩
衛
生
組
合
へ正
式
に
加
入
協
議
の
申
し

入
れ
を
行
っ
た
。
』 

 

詳
細
は
今
後
、
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

大
き
な
行
政
課
題
の
一
つ
が
、
解
決
に
向
け
て
動

き
出
し
ま
し
た 

 



 

 

市
立
福
島
会
館
に
は
、

お
む
つ
交
換
台
が
な
く
、

会
館
を
利
用
す
る
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
方
々
か
ら
設

置
を
求
め
る
声
が
あ
っ

た
。
市
に
伝
え
た
と
こ

ろ
、
空
調
設
備
等
改
修
工

事
に
合
わ
せ
、
お
む
つ
交

換
台
が
設
置
さ
れ
た
。 

 

 

 

中
神
町
３
丁
目
２
番
地

先
の
多
摩
川
管
理
道
路
の

の
り
面
は
、
夏
場
の
雑
草

が
繁
茂
し
、
害
虫
が
洗
濯

物
に
付
く
な
ど
地
域
住
民

は
困
っ
て
い
た
。 

 

改
善
を
求
め
る
声
を
都

に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
防
草

シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。 
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